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1．調査団員・氏名 



資料１．調査団員・氏名

1-1 現地調査（2005 年 2 月 9 日～3月 3日） 
氏名 担当業務 所属 期間 

大島 義成 総括 国際協力機構無償資金協力部次長 2005年 
2月 15日 
～2月 26日 

西形 康太郎 計画管理 国際協力機構無償資金協力部 
業務第二グループ交通インフラチーム 

同上 

高橋 宏明 業務主任 
/公共交通
計画 

日本技術開発株式会社 2005年 
2月 3日 
～3月 3日 

嶽石 正典 車 輌 整 備
計画 

日本技術開発株式会社 同上 

武藤 寿 機材計画 
/調達計画/
積算 

日本技術開発株式会社 2005年 
2月 15日 
～3月 2日 

Eric 
NKUBITO 

通訳 日本技術開発株式会社 現地連絡員 2005年 
2月 9日 
～2月 26日 
(現地参加) 

森田 俊之 通訳 (財)日本国際協力センター 2005年 
2月 15日 
～2月 26日 

  
1-2 基本設計概要書の現地説明・協議（2005 年 6 月 3 日～6月 12 日） 

氏名 担当業務 所属 期間 
荒津 有紀 総括 国際協力機構無償資金協力部 

業務第１グループ運輸交通・電力チーム
チーム長 

2005年 
6月 3日 
～6月 12日 

高橋 宏明 業務主任 
/公共交通
計画 

日本技術開発株式会社 同上 

武藤 寿 機材計画 
/調達計画/
積算 

日本技術開発株式会社 同上 

Eric 
NKUBITO 

通訳 日本技術開発株式会社 現地連絡員 2005年 
6月 5日 
～6月 9日 
現地参加 

 

 

 

 



 

 

2．調査工程 



資料２．調査工程

2-1 現地調査（2005 年 2 月 6 日～3月 3日） 
宿泊地 

日順 月/日 
曜
日 

JICA 団員 
（総括、計画管理） 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員 
(髙橋) 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員 
(嶽石) 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員 
(武藤) JICA 

団員
高橋/
嶽石

武藤

1 2/6 日  関空発→   
機中

 

2 2/7 月  ﾄﾞﾊﾞｲ発→ﾅｲﾛﾋﾞ着
JICA ﾅｲﾛﾋﾞ事務所訪問、ルワンダ VISA 申請

  ﾅｲﾛﾋﾞ  

3 2/8 火  日本大使館訪問、JICA ﾅｲﾛﾋﾞ事務所にて
VISA 取得 

  ﾅｲﾛﾋﾞ  

4 2/9 水  ﾅｲﾛﾋﾞ発→ｷｶﾞﾘ着   ｷｶﾞﾘ  

5 2/10 木  バス公社表敬訪問、インフラ省大臣表敬   ｷｶﾞﾘ  

6 2/11 金  バス公社協議   ｷｶﾞﾘ  

7 2/12 土  バス公社地方営業所及び運航状況調査（ｷｶﾞ
ﾘ→ﾋﾞｭﾝﾊﾞ） 

  ｷｶﾞﾘ  

8 2/13 日  資料整理   ｷｶﾞﾘ  

9 2/14 月  ｷｶﾞﾘ市内車両ﾒｰｶｰ調査、インフラ省輸送局
長表敬 

  ｷｶﾞﾘ  

10 2/15 火 成田発→ﾛﾝﾄﾞﾝ着 民間バス業者調査、資料収集 関空発→ ﾛﾝﾄﾞﾝ ｷｶﾞﾘ 機中 

11 2/16 水 

ﾛﾝﾄﾞﾝ発→ﾅｲﾛﾋﾞ着
JICA ｹﾆｱ事務所打合 
日本大使館表敬訪問 
せ 

サイト調査(ﾌﾞﾀﾚ、地方路線) 

ﾄﾞﾊﾞｲ発→ﾅｲﾛﾋﾞ着 
JICA ﾅｲﾛﾋﾞ事務所訪
問、ルワンダ VISA
申請 

ﾅｲﾛﾋﾞ ｷｶﾞﾘ ﾅｲﾛﾋﾞ

12 2/17 木 
ﾅｲﾛﾋﾞ発→ｷｶﾞﾘ着 
大蔵計画省援助担当
ユニット局長表敬 

大蔵計画省援助担
当ユニット局長表
敬 

運営維持管理実施
体制調査 

ﾅｲﾛﾋﾞ発→ｷｶﾞﾘ着 
大蔵計画省援助担
当ﾕﾆｯﾄ局長表敬 

ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ 

13 2/18 金 
ｲﾝﾌﾗ省、ﾊﾞｽ公社、大蔵計画省、外務協力省合
同協議、ﾊﾞｽ公社協議 

維持管理状況調査 

ｲﾝﾌﾗ省,ﾊﾞｽ公社､大
蔵計画省､外務協力
省合同協議､ﾊﾞｽ公
社協議 

ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ 

14 2/19 土 地方営業所、地方運行路線状況調査（ｷﾌﾞﾝｺﾞ） ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ 

15 2/20 日 キガリ市内バスターミナル状況調査、団内会議 ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ 

16 2/21 月 
インフラ省大臣及び交通局長表敬、外務省次
官表敬、ﾊﾞｽ公社協議 

機材計画調査 

ｲﾝﾌﾗ省大臣及び交
通局長表敬､外務省
時間表敬､ﾊﾞｽ公社
協議 

ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ 

17 2/22 火 バス公社と M/D 協議 機材計画調査 積算･調達関連調査 ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ 

18 2/23 水 M/D 署名 
ｷｶﾞﾘ市内車両ﾒｰｶｰ
調査 

ｷｶﾞﾘ市内車両ﾒｰｶｰ
調査､ｲﾝﾌﾗ省輸送局
長表敬 

ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ 

19 2/24 木 
ｷｶﾞﾘ発→ﾅｲﾛﾋﾞ着 
日本大使館･JICA ｹﾆｱ
事務所調査結果報告 

運行路線、運行計画
調査 

運営維持管理実施
体制調査 

ﾊﾞｽ公社財政状況分
析 

ﾅｲﾛﾋﾞ ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ 

20 2/25 金 ﾅｲﾛﾋﾞ発→ﾛﾝﾄﾞﾝ着 ﾊﾞｽ公社協議 
機材計画調査(必要
機材･ｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂの確
認) 

ﾊﾞｽ公社協議 機中 ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ 

21 2/26 土 成田着 ﾊﾞｽ公社協議/最終確認（先方負担事項他）、資料整理 東京 ｷｶﾞﾘ ｷｶﾞﾘ 

22 2/27 日  ｷｶﾞﾘ発→ﾅｲﾛﾋﾞ着  ﾅｲﾛﾋﾞ ﾅｲﾛﾋﾞ

23 2/28 月  JICA ﾅｲﾛﾋﾞ事務所調査結果報告、車両組立工場調査  ﾅｲﾛﾋﾞ ﾅｲﾛﾋﾞ

24 3/1 火  車両組立工場調査 
AM: 車両組立工場
調査,PM: ﾅｲﾛﾋﾞ発 

 ﾅｲﾛﾋﾞ 機中 

25 3/2 水  資料整理、ﾅｲﾛﾋﾞ発 ﾄﾞﾊﾞｲ発→関空着  機中 東京 

26 3/3 木  ﾄﾞﾊﾞｲ発→関空着   東京  



2-2 基本設計概要書の現地説明・協議（2005 年 6 月 3 日～6月 12 日） 

日順 月/日 
曜
日 

JICA 団員 
（総括） 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員 
(髙橋) 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員 
(武藤) 

宿泊地 

1 6/3 金 関空発→ 機中 

2 6/4 土 →ドバイ着 ﾄﾞﾊﾞｲ発→ﾅｲﾛﾋﾞ着 ﾅｲﾛﾋﾞ 

3 6/5 日 ﾅｲﾛﾋﾞ発→ｷｶﾞﾘ着 ｷｶﾞﾘ 

4 6/6 月 バス公社ドラフト報告書説明・協議、インフラ省次官表敬 ｷｶﾞﾘ 

5 6/7 火 インフラ省大臣表敬、バス公社ドラフト報告書説明・協議 ｷｶﾞﾘ 

6 6/8 水 バス公社 M/D（案）協議、インフラ省次官 M/D（案）説明 ｷｶﾞﾘ 

7 6/9 木 M/D 調印 ｷｶﾞﾘ 

8 6/10 金 ｷｶﾞﾘ発→ﾅｲﾛﾋﾞ着、JICA ﾅｲﾛﾋﾞ事務所、日本大使館調査結果報告 ﾅｲﾛﾋﾞ 

9 6/11 土 ﾅｲﾛﾋﾞ発→ﾄﾞﾊﾞｲ着 機中 

10 6/12 日 ﾄﾞﾊﾞｲ発→関空着 東京 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

3．関係者(面会者)リスト 

 



資料３．関係者(面会者)リスト

3.1 現地調査（2005 年 2 月 9 日～3月 3日） 

3.1.1 ルワンダ国政府関係者 

(1) Ministry of Infrastructure(インフラ省) 
大臣 Eng. BIZIMANA Evariste 
輸送局長 Mr. MUNYARUYENZI Philippe 

 
(2) ONATRACOM（公共交通公社） 
総裁 Mr. VINCENT GATWABUYEGE 
ﾎﾞｰﾄﾞﾒﾝﾊﾞｰ（ﾁｰﾌ） Mr. KARARA Elam (Prime Ministers Office) 
ﾎﾞｰﾄﾞﾒﾝﾊﾞｰ Mr. Alexis DUKUNDANE (Ministry of Local Government, Community 

Development and Social Affairs) 
ﾎﾞｰﾄﾞﾒﾝﾊﾞｰ Mr. L. Kanamugire Rwaka (Rwanda Motor S.A.) 
 
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ Mr. Damien NTAHORUGIYE 
 

(3) Ministry of Finance and Economic Planning（大蔵計画省） 
次官 Mr. Claver GATETE 
援助担当ユニット(CEPEX)局長 Mr.Jean Jacques NYIRUBUTAMA 

 
(4) Ministry of Foreign Affairs(外務省) 
次官 Mr. Mukama B. Augustin 

 
3.1.2 国際機関 
(1) World Bank(世界銀行) 
PIGU ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ Mr.Emmanuel NYIRINKWAYA 

 
3.1.3 民間ﾊﾞｽ業者 
(1) ATRACO 
Mr. NSABIMANA Sylvain 

(2) Volcano 
Mr. Nizeyimana Olivier 

(3) Virunga 
Mr. Rutajorwa Joseph 

(4) T2000 
Mr. Paul Rutabuzwa 

(5) Stella 
Ms. Uwera Alice 

(6) Omega 
Mr. Jyusamimana Joseph 

 
3.1.4 日本側関係者 
(1) 在ケニア日本大使館 
湯澤将憲 一等書記官 

 
(2) JICA ケニア事務所 
狩野良昭 所長 
稲村次郎 次長 
石塚賢 所員 

 
(3) ルワンダ外務・協力省 
ODA アドバイザー 大野政義専門家 



3.2 基本設計概要書の現地説明・協議（2005 年 6 月 3 日～6月 12 日） 

3.2.1 ルワンダ国政府関係者 

(1) Ministry of Infrastructure(インフラ省) 
大臣 Eng. BIZIMANA Evariste 
次官 Mr. Emmanuel NSANZUMUGANWA  

 
(5) ONATRACOM（公共交通公社） 
総裁 Mr. Esdras Nkundumukiza 
ﾎﾞｰﾄﾞﾒﾝﾊﾞｰ（ﾁｰﾌ） Mr. KARARA Elam (Prime Ministers Office) 
 
元総裁 Mr. VINCENT GATWABUYEGE 

 
3.2.2 日本側関係者 
(1) 在ケニア日本大使館 
山本朋幸 二等書記官 

 
(2) JICA ケニア事務所 
狩野良昭 所長 
金縄知樹 所員 
井本直歩子 企画調査員（平和構築担当） 

 
(3) ルワンダ外務・協力省 
ODA アドバイザー 大野政義専門家 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

4．ルワンダ国の社会経済状況（国別基本情報抜粋） 



資料４．ルワンダ国の社会経済状況（国別基本情報抜粋）



 



 

 

5．討議議事録（M/D） 

























































 

 

6．事業事前計画表（基本設計時） 



資料６．事業事前計画表（基本設計時）

事業事前計画表（基本設計時） 

1．案件名 

ルワンダ共和国 公共輸送改善計画 

2．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

ルワンダ共和国(「ル」国)は既存の鉄道路線はなく、国内での移動はバスによる移動が

唯一の交通手段となっている。 

公共交通公社は、都市間幹線道路と舗装されていない地域間道路を60人乗りの大型バス

による公共交通サービスを提供している。1981,1985,1987,1992年の4回にわたり我が国

の無償資金協力で大型バス計231台を公共交通公社に調達し、最盛期で300台を越す時期

もあったが、1994年の内戦/ジェノサイドによってほとんどのバス機材が破損・喪失した。

内戦後1998年に再度無償資金協力で大型バス30台を調達したものの現在はそれらを中心

に69台のみを保有している状況で、内戦前のバス運行体制を再建できていない。 

ルワンダ国はここ数年6％前後の経済成長をつづけているものの、地方部の経済発展は

依然として課題となっており、「ル」国全域、特に地方地域間及び首都と地方をつなぐ

交通網の再建は地方開発のためにも緊急課題となっている。 

このような状況を背景として、「ル」国政府は、我が国政府に対し、公共交通公社の運

行路線を内戦前の状況まで復旧するために、無償資金協力としてバス機材の調達を要請

した。 

本プロジェクトによって、首都キガリ市と地方都市間及び地方地域周辺の円滑で安定的

な交通が確保されることで、人の移動及び物流が促進され、地方経済が活性化し、ルワ

ンダ国の地方開発に貢献する。 

3．プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

「ル」国全体(特に地方部)における公共輸送体制が改善される。 

・ 裨益対象：「ル」国民約 800万人 

(2) プロジェクト全体計画の成果（下線：無償資金協力が直接関与する事項） 

公共交通公社に大型バス 70台、中型バス 23台、サービストラックが調達される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動（下線：無償資金協力が直接関与する事項） 

ア) バス機材、サービストラック及び維持管理用機材を調達する。 

イ) 上記維持管理用機材を各営業所に配置し持続可能な維持管理体制を構築する。 

 

(4) 投入(インプット) （下線：日本側投入） 

ア 日本側：無償資金協力 9.22億円 

イ 「ル」国側 



(ア) 必要な人員：調達機材を運営・維持管理及び運行管理する要員 

(イ) 機材：既存バス機材、維持管理機材及び本案件による調達機材 

(ウ) 機材の運営・維持管理に係る経費：公共交通公社予算の約 12％程度を確保 

(5) 実施体制 

実施機関：公共交通公社(ONATRACOM)  

主管官庁：インフラ省輸送局 

4．無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

「ル」国公共交通公社（キガリ本社、他地方営業所 9箇所） 

(2) 概要 
バス（大型バス 70台、中型バス 23台）、サービストラック(1台)及び維持管理用機材の
調達 

 (3) 相手国側負担事項 

公共交通公社維持管理スタッフに対する調達機材の運用指導研修費 

(4) 概算事業費 

概算事業費 9.34億円（無償資金協力 9.22億円、ルワンダ国側負担 0.12億円） 

(5) 工期 

入札図書作成、入札期間を含め 2期合計約 1年 9ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

特に無し 

5．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

(1)「ル」国内の治安が悪化しない。 

(2)「ル」国内の経済状況が悪化しない。 

6．過去の類似案件からの教訓の活用 

特に無し 

7．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

項目 2004年現状値 2007年計画値 

公共交通公社の運行台数 60台 153台 

運行路線 73路線 162路線 

総運行路線距離 7,520km 14,850km 

 

(2) その他の成果指標 

特に無し。 

(3) 評価のタイミング 

2007年以降（機材調達完了後） 



 

 

7．参考資料/入手資料リスト 

 



 

資料 7．参考資料・収集資料リスト

 

収集資料リスト 

  資  料  名 
形 
態 

収集 
資料 

専門

家 
作成

資料

JICA
作成

資料

発 行 機 関 備考

１ Rwanda Development Indicator 2003 図書     
Ministry of Finance and 

Economic Planning 
 

２ Rwanda: Vision2020 
コピ

ー 
    

Ministry of Finance and 
Economic Planning 

 

３ 
Stratégies sectorielles du Mininfra 
2005-2010 

コピ

ー 
    

Ministry of 
Infrastructure 

 

４ 
Poverty Reduction Strategy Paper 
Progress Report June 2003 

コピ

ー 
    

Ministry of Finance and 
Economic Planning 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

8．その他の資料・情報 

 



 

 

資料８．その他の資料・情報
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